
(57)【要約】

【課題】　本発明の目的は、電流の出力と非出力とを高

速に切替えることができるカレントミラー回路を提供す

ることである。

【解決手段】　本発明は、時間経過にしたがって大きさ

が変化する入力電流に追従して変化する出力電流を生成

するカレントミラー回路である。入力電流は、第１の電

流経路と第２の電流経路とに分流されている。第３の電

流経路は、第１の電流経路とトランジスタＱ１およびＱ

２を介して接続されることにより、出力電流が流れる。

電流制御手段１は、入力電流を流すか否かを制御する。

遮断手段２は、電流制御手段が、入力電流が流れていな

い状態から当該入力電流が流れている状態へと変化させ

る際に、所定期間だけ第２の電流経路を遮断する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 時 間 経 過 に し た が っ て 大 き さ が 変 化 す る 入 力 電 流 に 追 従 し て 変 化 す る 出 力 電 流 を 生 成 す
る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 入 力 電 流 は 、 第 １ の 電 流 経 路 と 第 ２ の 電 流 経 路 と に 分 流 さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ の 電 流 経 路 と ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 出 力 電 流 が 流
れ る 第 ３ の 電 流 経 路 と 、
　 前 記 入 力 電 流 を 流 す か 否 か を 制 御 す る 電 流 制 御 手 段 と 、
　 前 記 電 流 制 御 手 段 が 、 前 記 入 力 電 流 が 流 れ て い な い 状 態 か ら 当 該 入 力 電 流 が 流 れ て い る
状 態 へ と 変 化 さ せ る 際 に 、 所 定 期 間 だ け 前 記 第 ２ の 電 流 経 路 を 遮 断 す る 遮 断 手 段 と を 備 え
る 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 遮 断 手 段 は 、
　 　 前 記 第 ２ の 経 路 に 設 け ら れ 、 当 該 第 ２ の 経 路 を 導 通 状 態 と 遮 断 状 態 と に 切 替 え る ト ラ
ン ジ ス タ と 、
　 　 前 記 第 １ の 電 流 を 流 れ て い な い 状 態 か ら 流 れ て い る 状 態 へ と 変 化 し た こ と を 検 出 し 、
前 記 第 ２ の 経 路 に 設 け ら れ た ト ラ ン ジ ス タ を 所 定 期 間 だ け 導 通 状 態 に 制 御 す る 検 出 回 路 と
を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 時 間 経 過 に し た が っ て 大 き さ が 変 化 す る 入 力 電 流 に 追 従 し て 変 化 す る 出 力 電 流 を 生 成 す
る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 入 力 電 流 が 流 れ る 第 １ の 電 流 経 路 と 、
　 前 記 第 １ の 経 路 に 分 岐 さ せ た 状 態 で 設 け ら れ る 第 ２ の 電 流 経 路 と 、
　 前 記 第 １ の 電 流 経 路 と ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 出 力 電 流 が 流
れ る 第 ３ の 電 流 経 路 と 、
　 前 記 入 力 電 流 を 流 す か 否 か を 制 御 す る 電 流 制 御 手 段 と 、
　 前 記 電 流 制 御 手 段 が 、 前 記 入 力 電 流 が 流 れ て い る 状 態 か ら 当 該 入 力 電 流 が 流 れ て い な い
状 態 へ と 変 化 さ せ る 際 に 、 所 定 期 間 だ け 前 記 第 ２ の 電 流 経 路 を 導 通 さ せ て 、 前 記 入 力 電 流
を 前 記 第 １ の 経 路 と 前 記 第 ２ の 経 路 と に 分 流 さ せ る 導 通 手 段 と を 備 え る 、 カ レ ン ト ミ ラ ー
回 路 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に 関 し 、 よ り 特 定 的 に は 、 時 間 経 過 に し た が っ て 大 き さ
が 変 化 す る 入 力 電 流 に 追 従 し て 変 化 す る 出 力 電 流 を 生 成 す る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に 関 す る
発 明 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 以 下 に 、 従 来 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 ８ は 、
従 来 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ に 示 す カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ ２ 、 寄
生 容 量 Ｃ １ ０ １ お よ び 可 変 電 流 源 １ ０ １ を 備 え る 。 当 該 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 ト ラ ン ジ
ス タ Ｑ １ ０ １ の ド レ イ ン か ら 出 力 す る 電 流 Ｉ １ と 同 じ 時 間 的 な 変 化 を す る 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ を
、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ ２ の ド レ イ ン か ら 出 力 さ せ る た め の 回 路 で あ る 。 な お 、 こ こ で は 、
電 流 Ｉ １ と 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ と は 、 同 じ 大 き さ の 電 流 が 流 れ る も の と し て 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ お よ び ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ ２ は 、 同 じ 特 性 を 持 っ た Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ
ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ の ド レ イ ン に は 、 電 流 Ｉ １ が 流 れ る 。 ま た 、
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ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ ２ の ド レ イ ン に は 、 電 流 Ｉ １ と 同 じ 大 き さ を も つ 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ が 流 れ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 寄 生 容 量 Ｃ １ は 、 発 振 防 止 を す る 役 割 を 果 た し 、 配 線 等 に よ り 発 生 す る 寄 生 容 量 で あ る
。 可 変 電 流 源 １ ０ １ は 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ に 基 づ い て 電 流 を 流 す 。 具 体 的 に は 、 可 変 電
流 源 １ ０ １ は 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ が Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル の 場 合 に は 、 接 地 方 向 へ と Ｉ ０ の 大
き さ を も っ た 電 流 Ｉ ｉ ｎ を 流 す 。 一 方 、 可 変 電 流 源 １ ０ １ は 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ が Ｌ ｏ
ｗ レ ベ ル の 場 合 に は 、 電 流 を 流 さ な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 従 来 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に つ い て 、 そ の 動 作 に つ い て 図 面 を
参 照 し な が ら 説 明 を 行 う 。 図 ９ は 、 当 該 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 が 動 作 す る 際 の 各 部 に お け る
電 圧 お よ び 電 流 を 示 し た 図 で あ る 。 具 体 的 に は 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ は 、 可 変 電 流 源 １ ０
１ に 印 加 さ れ る 電 位 で あ る 。 電 流 Ｉ ｉ ｎ は 、 可 変 電 流 源 １ ０ １ を 流 れ る 電 流 で あ る 。 電 位
Ｖ Ａ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ の ゲ ー ト （ 図 ８ の 点 Ａ ） の 電 位 で あ る 。 電 流 Ｉ ｃ は 、 寄 生
容 量 Ｃ １ ０ １ か ら 流 出 す る 電 流 で あ る 。 電 流 Ｉ １ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ の ド レ イ ン か
ら 出 力 さ れ る 電 流 で あ る 。 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ ２ の ド レ イ ン か ら 出 力 さ
れ る 電 流 で あ る 。 な お 、 図 ９ の 横 軸 は 、 時 間 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま ず 、 時 刻 ０ に お い て 、 寄 生 容 量 Ｃ １ に は 電 荷 が 蓄 積 さ れ て い る 。 そ の た め 、 点 Ａ の 電
位 は 、 Ｖ ｃ ｃ と な っ て い る 。 次 に 、 時 刻 ｔ １ ’ に お い て 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ の 電 位 が Ｌ ｏ
ｗ レ ベ ル か ら Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル に 上 昇 す る 。 こ れ に よ り 、 可 変 電 流 源 １ ０ １ は 、 Ｉ ０ の 大 き
さ の 電 流 Ｉ ｉ ｎ を 接 地 側 へ と 流 す よ う に な る 。 こ こ で 、 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン － ソ ー ス
間 に 流 れ る 電 流 Ｉ D S は 、 式 （ １ ） に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｉ D S ＝ Ｋ （ Ｗ ／ Ｌ ） （ Ｖ G S － Ｖ T ）

2 ・ ・ ・ （ １ ）
　 な お 、 Ｋ は 、 μ n Ｃ o x （ μ n は 、 移 動 度 を 示 し 、 Ｃ o x は 、 酸 化 膜 容 量 を 示 す 。 ） を 示 す 。
Ｗ は チ ャ ネ ル 幅 を 示 す 。 Ｌ は チ ャ ネ ル 長 を 示 す 。 Ｖ T は 閾 値 電 圧 を 示 す 。 Ｖ G S は 、 ゲ ー ト
－ ソ ー ス 間 の 電 圧 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 時 刻 ｔ １ ’ に お い て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 Ｖ G S は ０ で あ る
の で 、 当 該 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ の ド レ イ ン か ら 出 力 す る 電 流 Ｉ １ の 大 き さ は 略 ０ で あ る
。 そ の た め 、 電 流 Ｉ ｉ ｎ は 、 時 刻 ｔ １ ’ で は 、 寄 生 容 量 Ｃ １ ０ １ か ら 流 れ 出 る 電 流 Ｉ ｃ と
等 し く な る 。 す な わ ち 、 電 流 Ｉ ｃ は 、 Ｉ ０ の 大 き さ を も つ よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 時 刻 ｔ １ ’ ～ ｔ ２ ’ の 間 で は 、 寄 生 容 量 Ｃ １ ０ １ に 蓄 積 さ れ た 電 荷 が 電 流 Ｉ ｃ と し て 流
出 す る の で 、 点 Ａ に お け る 電 位 Ｖ Ａ は 降 下 す る 。 そ し て 、 時 刻 ｔ ２ ’ に お い て 、 電 位 Ｖ Ａ
は 、 Ｖ ｃ ｃ － Ｖ T ま で 降 下 す る 。 こ の と き 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の
電 圧 Ｖ G S は 閾 値 電 圧 Ｖ T と な り 、 当 該 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ は 導 通 状 態 と な る 。 す な わ ち
、 電 流 Ｉ １ が 流 れ 始 め る 。 こ れ に と も な い 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ も 流 れ 始 め る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 時 刻 ｔ ２ ’ ～ ｔ ３ ’ の 間 で は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 Ｖ G S は
、 大 き く な っ て い く の で 、 式 （ １ ） に し た が っ て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ の ド レ イ ン か ら
出 力 さ れ る 電 流 Ｉ １ は 大 き く な っ て い く 。 同 様 に 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ も 大 き く な っ て い く 。 こ
こ で 、 電 流 Ｉ ｉ ｎ は 、 一 定 の 大 き さ を も っ て い る の で 、 電 流 Ｉ ｃ は 、 電 流 Ｉ １ の 増 加 に し
た が っ て 減 少 し て い く 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 時 刻 ｔ ３ ’ に お い て 、 寄 生 容 量 Ｃ １ ０ １ に 蓄 積 さ れ た 電 荷 が 全 て 流 出 し 、 電 流 Ｉ ｃ の 大
き さ が ０ に な る 。 そ の 結 果 、 電 流 Ｉ １ の 大 き さ は 、 電 流 Ｉ ｉ ｎ と 等 し く な り 、 Ｉ ０ と な る
。 ま た 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ は 、 電 流 Ｉ １ と 同 様 に 、 Ｉ ０ の 大 き さ を も つ よ う に な る 。 こ れ に よ
り 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 立 ち 上 げ 動 作 が 完 了 す る 。 こ の 後 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ
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ｌ が Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル に な る ま で 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ は 、 Ｉ ０ の 大 き さ を 保 つ 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 時 刻 ｔ ４ ’ に お い て 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ は 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル か ら Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル に 変 化
す る 。 応 じ て 、 電 流 Ｉ ｉ ｎ は ０ に な る 。 こ こ で 、 時 刻 ｔ ４ ’ で は 、 点 Ａ の 電 位 は 十 分 に 低
い 電 位 と な っ て い る 。 し た が っ て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 Ｖ G S

は 、 閾 値 電 圧 Ｖ T よ り も 大 き く な る 。 そ の た め 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ は 導 通 状 態 に あ り
、 電 流 Ｉ １ は 流 れ る 。 同 様 に 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ も 流 れ つ づ け る 。 な お 、 電 流 Ｉ １ は 、 寄 生 容
量 Ｃ １ ０ １ に 流 れ こ む 。 し た が っ て 、 電 流 Ｉ Ｃ は 、 電 流 Ｉ １ と 逆 の 符 号 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 時 刻 ｔ ４ ’ ～ ｔ ５ ’ に お い て 、 電 流 Ｉ １ は 、 減 少 す る 。 こ れ は 、 電 流 Ｉ １ が 寄 生 容 量 Ｃ
１ ０ １ に 電 荷 と し て 蓄 積 さ れ 、 点 Ａ の 電 位 Ｖ Ａ が 上 昇 す る た め で あ る 。 こ れ に と も な い 、
電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ も 同 様 に 減 少 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 時 刻 ｔ ５ ’ に お い て 、 点 Ａ の 電 位 Ｖ Ａ は Ｖ ｃ ｃ － Ｖ T と な る 。 そ の た め 、 ト ラ ン ジ ス タ
Ｑ １ ０ １ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 の 電 圧 Ｖ G S が 閾 値 電 圧 よ り も 小 さ く な り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １
０ １ が 遮 断 状 態 と な る 。 そ し て 、 電 流 Ｉ ｃ 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ が ０ に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 時 刻 ｔ ５ ’ ～ ｔ ６ ’ で は 、 時 刻 ｔ ４ ’ ～ ｔ ５ ’ の 間 よ り も ゆ っ く り と し た 速 度 で 、 点 Ａ
の 電 位 Ｖ Ａ は 上 昇 す る 。 こ れ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ お よ び ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ ２ が 遮
断 状 態 に あ っ て も 、 微 小 な リ ー ク 電 流 が ソ ー ス か ら ド レ イ ン 側 へ と 流 入 す る た め で あ る 。
こ れ に よ り 、 点 Ａ の 電 位 Ｖ Ａ は 、 Ｖ ｃ ｃ と な る 。 以 上 で 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の
立 下 り 動 作 が 完 了 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ７ － １ １ ３ ８ ２ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 従 来 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 寄 生 容 量 Ｃ １ ０ １ へ の 充 放 電 時 間 が 必 要
と な る た め 、 高 速 動 作 を 行 う こ と が 困 難 で あ る と い う 問 題 を 有 し て い た 。 具 体 的 に は 、 立
ち 上 げ 動 作 時 に お い て 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ が Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル か ら Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル へ と 変 化
し て も 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ は 、 寄 生 容 量 Ｃ １ ０ １ の 蓄 積 電 荷 が 全 て 放 電 さ れ る
ま で 、 Ｉ ０ の 大 き さ に な ら な い 。 ま た 、 同 様 に 、 立 下 り 動 作 時 に お い て 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ
ｒ ｌ が Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル か ら Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル へ と 変 化 し て も 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ は
、 寄 生 容 量 Ｃ １ ０ １ に 電 荷 が 蓄 積 さ れ る ま で 、 ０ に な ら な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 電 流 の 出 力 と 非 出 力 と を 高 速 に 切 替 え る こ と が で き る カ レ ン
ト ミ ラ ー 回 路 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 時 間 経 過 に し た が っ て 大 き さ が 変 化 す る 入 力 電 流 に 追 従 し て 変 化 す る 出 力 電
流 を 生 成 す る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で あ る 。 具 体 的 に は 、 入 力 電 流 は 、 第 １ の 電 流 経 路 と 第
２ の 電 流 経 路 と に 分 流 さ れ て い る 。 第 ３ の 電 流 経 路 は 、 第 １ の 電 流 経 路 と ト ラ ン ジ ス タ を
介 し て 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 出 力 電 流 が 流 れ る 。 電 流 制 御 手 段 は 、 入 力 電 流 を 流 す か 否
か を 制 御 す る 。 遮 断 手 段 は 、 電 流 制 御 手 段 が 、 入 力 電 流 が 流 れ て い な い 状 態 か ら 当 該 入 力
電 流 が 流 れ て い る 状 態 へ と 変 化 さ せ る 際 に 、 所 定 期 間 だ け 第 ２ の 電 流 経 路 を 遮 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 遮 断 手 段 は 、 第 ２ の 経 路 に 設 け ら れ 、 当 該 第 ２ の 経 路 を 導 通 状 態 と 遮 断 状 態 と に
切 替 え る ト ラ ン ジ ス タ と 、 第 １ の 電 流 を 流 れ て い な い 状 態 か ら 流 れ て い る 状 態 へ と 変 化 し
た こ と を 検 出 し 、 第 ２ の 経 路 に 設 け ら れ た ト ラ ン ジ ス タ を 所 定 期 間 だ け 導 通 状 態 に 制 御 す
る 検 出 回 路 と を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 ま た 、 第 １ の 電 流 経 路 に は 、 入 力 電 流 が 流 れ る 。 第 ２ の 電 流 経 路 は 、 第 １ の 経 路 に 分 岐
さ せ た 状 態 で 設 け ら れ る 。 第 ３ の 電 流 経 路 は 、 第 １ の 電 流 経 路 と ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 接
続 さ れ る こ と に よ り 、 出 力 電 流 が 流 れ る 。 電 流 制 御 手 段 は 、 入 力 電 流 を 流 す か 否 か を 制 御
す る 。 導 通 手 段 は 、 電 流 制 御 手 段 が 、 入 力 電 流 が 流 れ て い る 状 態 か ら 当 該 入 力 電 流 が 流 れ
て い な い 状 態 へ と 変 化 さ せ る 際 に 、 所 定 期 間 だ け 第 ２ の 電 流 経 路 を 導 通 さ せ て 、 入 力 電 流
を 第 １ の 経 路 と 第 ２ の 経 路 と に 分 流 さ せ て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に よ れ ば 、 電 流 の 出 力 と 非 出 力 と を 高
速 に 切 替 え る こ と が で き る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ 第 １ の 実 施 形 態 ）
　 以 下 に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な
が ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に 示 す カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ 、 寄 生 容 量 Ｃ
１ 、 可 変 電 流 源 １ 、 ブ ー ス ト 回 路 ２ お よ び 制 御 端 子 ３ を 備 え る 。 ま た 、 ブ ー ス ト 回 路 ２ は
、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ お よ び エ ッ ジ 検 出 回 路 ４ を 含 む 。 当 該 カ レ ン ト ミ
ラ ー 回 路 は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の ド レ イ ン か ら 出 力 す る 電 流 Ｉ １ と ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ の ド
レ イ ン か ら 出 力 す る 電 流 Ｉ ２ と を あ わ せ た 電 流 （ 以 下 、 入 力 電 流 と 称 す ） に 追 従 し て 変 化
を す る 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ を 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の ド レ イ ン か ら 出 力 さ せ る た め の 回 路 で あ る 。
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 入 力 電 流 と 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ と は 、 同 じ 大 き さ の 電 流 が 流 れ る よ う に
設 計 さ れ て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 当 該 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 電 流 Ｉ １ が 出 力 さ れ て い る 状 態 か ら 出 力 さ れ て い
な い 状 態 へ と 従 来 よ り も 短 時 間 で 切 替 え る こ と が で き る と 共 に 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ を 入 力 電 流
の 変 化 に 追 従 さ せ る こ と が で き る も の で あ る 。 こ れ を 実 現 す る た め に 、 当 該 カ レ ン ト ミ ラ
ー 回 路 は 、 入 力 電 流 が 出 力 さ れ て い る 状 態 か ら 出 力 さ れ て い な い 状 態 へ と 切 替 え 制 御 を 行
う 瞬 間 に お い て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ 側 の 電 流 経 路 を 導 通 状 態 か ら 遮 断 状 態 へ と 切 替 え て い
る 。 す な わ ち 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 大 き さ の 入 力 電 流 の 大 き さ に 対 す
る 比 の 値 で あ る ミ ラ ー 比 を 変 化 さ せ て い る 。 以 下 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 回 路 構 成 に つ い
て 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の ソ ー ス お よ び ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の ソ ー ス に は 、 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ が 印
加 さ れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の ド レ イ ン と ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の ゲ ー ト と は 、 互 い に 接 続 さ
れ て い る 。 す な わ ち 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ は 、 所 謂 ダ イ オ ー ド 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ト
ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の ゲ ー ト と ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の ゲ ー ト と は 、 互 い に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ の ソ ー ス に は 、 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ が 印 加 さ れ る 。 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ
３ の ゲ ー ト に は 、 エ ッ ジ 検 出 回 路 ２ の 出 力 が 印 加 さ れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ の ド レ イ ン と
ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ の ソ ー ス と は 、 互 い に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ の ゲ ー ト と
ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ の ド レ イ ン と は 、 互 い に 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ は 、
所 謂 ダ イ オ ー ド 接 続 さ れ る 。 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ の ド レ イ ン は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の
ド レ イ ン と 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 可 変 電 流 源 １ の 一 端 は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の ド レ イ ン に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 可 変 電 流 源
１ の 他 端 は 接 地 さ れ る 。 ま た 、 可 変 電 流 源 １ お よ び エ ッ ジ 検 出 回 路 ４ に は 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ
ｔ ｒ ｌ が 印 加 さ れ る 。 ま た 、 寄 生 容 量 Ｃ １ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の ド レ イ ン と 可 変 電 流 源
１ と の 間 に 付 随 す る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 を 有 す る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に つ い て 、 以 下 に 、 そ の 各 部 の 役 割 に つ
い て 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ は 、 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ の 供 給 を 受 け て 、 当 該 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ が 設 け ら
れ て い る 電 流 経 路 に 電 流 Ｉ １ を 流 す 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ は 、 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ の 供 給 を 受 け
て 、 入 力 電 流 に 追 従 し て 変 化 す る 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ を 、 当 該 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ が 設 け ら れ て い
る 電 流 経 路 に 流 す 。 可 変 電 流 源 １ は 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ に 基 づ い て 、 入 力 電 流 の 大 き さ
を ０ と ０ よ り 大 き な 値 と に 切 替 え る 。 具 体 的 に は 、 可 変 電 流 源 １ は 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ
が Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル の 場 合 に は 、 Ｉ ０ の 大 き さ を も っ た 電 流 Ｉ ｉ ｎ を 流 す 。 一 方 、 可 変 電 流
源 １ は 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ が Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル の 場 合 に は 、 電 流 Ｉ ｉ ｎ を 流 さ な い 。 制 御 端
子 ３ は 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ が 入 力 す る 端 子 で あ る 。 寄 生 容 量 Ｃ １ は 、 発 振 防 止 を す る 役
割 を 果 た し 、 配 線 等 に よ り 発 生 す る 寄 生 容 量 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ブ ー ス ト 回 路 ２ は 、 入 力 電 流 が 流 れ て い な い 状 態 か ら 流 れ て い る 状 態 へ と 切 替 え 制 御 さ
れ る こ と を 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ に 基 づ い て 検 出 し 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ が 設 け ら れ た 経 路
を 所 定 期 間 だ け 遮 断 す る 。 か か る 動 作 を 実 現 す る た め に 、 ブ ー ス ト 回 路 ２ は 、 ト ラ ン ジ ス
タ Ｑ ３ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ お よ び エ ッ ジ 検 出 回 路 ４ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 エ ッ ジ 検 出 回 路 ４ は 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ が Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル か ら Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル に 立 ち 上
が る 瞬 間 を 検 出 し 、 そ の 瞬 間 か ら 所 定 時 間 だ け ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ が 遮 断 状 態 と な る 電 圧 を
ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ の ゲ ー ト に 印 加 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ は 、 エ ッ ジ 検 出 回 路 ４ か ら 出 力
さ れ る 電 圧 に 基 づ い て 、 導 通 状 態 か ら 遮 断 状 態 に 切 替 わ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ に 流 れ て い
る 電 流 Ｉ ２ を 遮 断 す る 。 こ れ に よ り 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 大 き さ の 入 力 電 流 の 大 き さ に 対 す る
比 の 値 で あ る ミ ラ ー 比 が 大 き く な り 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 立 ち 上 が り が 俊 敏 な
も の と な る 。 以 下 に 、 ミ ラ ー 比 と 、 入 力 電 流 （ 電 流 Ｉ １ と 電 流 Ｉ ２ と の 和 ） お よ び 電 流 Ｉ
ｏ ｕ ｔ と の 関 係 に つ い て 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 大 き さ の 入 力 電 流 の 大 き さ に 対 す る 比 の 値 で あ る ミ ラ ー 比 は 、 ト ラ ン ジ
ス タ Ｑ ２ に お け る チ ャ ネ ル 幅 と 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ に お け る チ ャ ネ ル 幅 と 、 ト ラ ン ジ ス タ
Ｑ ４ に お け る チ ャ ネ ル 幅 と に 依 存 し て い る 。 具 体 的 に は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ が 導 通 し て い
る 状 態 で は 、 ミ ラ ー 比 は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ に お け る チ ャ ネ ル 幅 の 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ に
お け る チ ャ ネ ル 幅 と ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ に お け る チ ャ ネ ル 幅 と の 和 に 対 す る 比 の 値 に 比 例 す
る 。 一 方 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ が 遮 断 し て い る 状 態 で は 、 ミ ラ ー 比 は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ に
お け る チ ャ ネ ル 幅 の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ に お け る チ ャ ネ ル 幅 に 対 す る 比 の 値 に 比 例 す る 。 な
お 、 各 ト ラ ン ジ ス タ は 、 同 じ 深 さ 、 同 じ 長 さ お よ び 同 じ 濃 度 の チ ャ ネ ル を 有 す る も の と す
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 立 ち 上 が り 動
作 時 以 外 に つ い て は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ を 導 通 状 態 に 制 御 し て 、 ミ ラ ー 比 が 相 対 的 に 小 さ
な 値 で あ る １ と な る よ う に し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 立 ち
上 が り 動 作 時 に は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ を 遮 断 状 態 に 制 御 し て 、 ミ ラ ー 比 が 相 対 的 に 大 き な
値 で あ る ２ と な る よ う に 制 御 し て い る 。 す な わ ち 、 立 ち 上 が り 動 作 時 に は 、 通 常 動 作 時 よ
り も 入 力 電 流 を 少 な く し て い る 。 こ れ に よ り 、 立 ち 上 が り 時 に 、 電 流 Ｉ ｉ ｎ に 占 め る 入 力
電 流 の 割 合 が 小 さ く な り 、 電 流 Ｉ ｉ ｎ に 占 め る 電 流 Ｉ ｃ の 占 め る 割 合 が 大 き く な る 。 そ の
結 果 、 寄 生 容 量 Ｃ １ に 蓄 積 さ れ た 電 荷 が 短 時 間 に 流 出 す る よ う に な り 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電
流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 俊 敏 な 立 ち 上 げ を 実 現 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に つ い て 、 以 下 に そ の 動 作 い つ い て 図 面 を
参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 が 動 作 す る 際 に お
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け る 、 各 部 の 電 流 お よ び 電 圧 の 変 化 の 様 子 を 示 し た 図 で あ る 。 な お 、 実 線 は 、 本 実 施 形 態
に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に お け る も の で あ り 、 点 線 は 、 従 来 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に お
け る も の で あ る 。 条 件 と し て は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ
４ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ お よ び ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ ２ の チ ャ ネ ル 幅 の 比 は 、 １ ： ２ ： １
： ２ ： ２ で あ る と す る 。 各 ト ラ ン ジ ス タ の そ の 他 の 条 件 は 、 全 て 同 じ で あ る 。 ま た 、 可 変
電 流 源 １ お よ び 可 変 電 流 源 １ ０ １ に 流 れ る 電 流 Ｉ ｉ ｎ は 、 Ｉ ０ と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま ず 、 時 刻 ０ ～ ｔ １ ま で の 間 で は 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ は Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル で あ る 。 そ の た
め 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ は 、 導 通 状 態 に 制 御 さ れ る 。 そ の 結 果 、 点 Ａ に お け る 電 位 Ｖ Ａ は 、
電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ と 等 し く な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 時 刻 ｔ １ に お い て 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ が Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル か ら Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル に 変 化 す る
。 こ れ に よ り 、 可 変 電 流 源 １ は 、 Ｉ ０ の 大 き さ の 電 流 Ｉ ｉ ｎ を 流 す 。 応 じ て 、 寄 生 容 量 Ｃ
１ か ら Ｉ ０ の 大 き さ の 電 流 Ｉ ｃ が 流 れ る 。 ま た 、 こ の 際 、 エ ッ ジ 検 出 回 路 ４ は 、 制 御 信 号
Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ の 変 化 を 検 出 し 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル の 電 圧 を ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ の ゲ ー ト 電 極 に 出
力 す る 。 応 じ て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ は 、 遮 断 状 態 に 制 御 さ れ る 。 な お 、 時 刻 ｔ １ に お い て
、 点 Ａ の 電 位 Ｖ Ａ は 、 Ｖ ｃ ｃ で あ る の で 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ は 、 遮 断 状 態 に 制 御 さ れ て い
る 。 し た が っ て 、 電 流 Ｉ １ の 大 き さ は ０ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 時 刻 ｔ １ ～ ｔ ２ に お い て 、 寄 生 容 量 Ｃ １ か ら Ｉ ０ の 大 き さ の 電 流 Ｉ ｃ が 流 出 す る 。 こ れ
に と も な い 、 点 Ａ の 電 位 Ｖ Ａ も 降 下 す る 。 そ し て 、 時 刻 ｔ ２ に お い て 、 点 Ａ の 電 位 Ｖ Ａ は
、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の 閾 値 電 圧 で あ る Ｖ T だ け 降 下 す る 。 こ れ に よ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １
が 導 通 状 態 に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 時 刻 ｔ ２ ～ ｔ ３ に お い て 、 寄 生 容 量 Ｃ １ か ら 流 出 す る 電 流 Ｉ ｃ は 、 Ｉ ０ か ら ０ へ と 減 少
す る 。 こ れ に と も な い 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ を 流 れ る 電 流 Ｉ １ は 、 ０ か ら Ｉ ０ へ と 増 加 す る
。 す な わ ち 、 電 流 Ｉ ｃ と 電 流 Ｉ １ と は 、 総 和 が Ｉ ０ を 保 っ た 状 態 で 変 動 す る 。 ま た 、 こ の
と き 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ は 、 ０ か ら ２ Ｉ ０ へ と 増 加 す る 。 こ れ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の チ ャ ネ
ル 幅 と ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の チ ャ ネ ル 幅 と の 比 が 、 １ ： ２ （ す な わ ち 、 ミ ラ ー 比 が ２ ） と な
っ て お り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ に は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の ２ 倍 の 電 流 が 流 れ る か ら で あ る 。
ま た 、 時 刻 ｔ ２ ～ ｔ ３ に お い て 、 本 願 に 係 る 電 流 Ｉ ｃ お よ び 電 流 Ｉ １ の 変 化 量 は 、 従 来 の
電 流 Ｉ ｃ お よ び 電 流 Ｉ １ よ り も 大 き く な っ て い る 。 そ の た め 、 電 流 Ｉ １ の 立 ち 上 が り 時 間
が 短 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 時 刻 ｔ ３ に お い て 、 エ ッ ジ 検 出 回 路 ４ か ら 出 力 さ れ る 電 圧 が Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル に 降 下 す る 。
応 じ て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ が 遮 断 状 態 か ら 導 通 状 態 へ と 切 替 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 ト ラ
ン ジ ス タ Ｑ ３ お よ び ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ に 電 流 Ｉ ２ が 流 れ 始 め る 。 こ こ で 、 時 刻 ｔ ３ に お い
て 、 点 Ａ の 電 位 Ｖ Ａ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ お よ び ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ に Ｉ ０ の 電 流 を 流 す だ
け の 電 位 と な っ て い る 。 そ の た め 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ２ の 大 き さ は 、 共 に Ｉ ０ と な る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 時 刻 ｔ ３ ～ ｔ ４ に お い て 、 電 流 Ｉ １ の 一 部 お よ び 電 流 Ｉ ２ の 一 部 が 、 寄 生 容 量 Ｉ ｃ に 流
れ こ む 。 そ の た め 、 当 該 寄 生 容 量 Ｉ ｃ に は 、 電 荷 が 蓄 積 さ れ 、 点 Ａ の 電 位 Ｖ Ａ も 上 昇 す る
。 そ の 後 、 時 刻 ｔ ４ に お い て 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ２ は Ｉ ０ ／ ２ に な る 。 こ の 後 、 時 刻
ｔ ４ ～ ｔ ５ の 間 に お い て 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ２ は 、 そ れ ぞ れ Ｉ ０ ／ ２ の 状 態 を 維 持 す
る 。 ま た 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ は 、 Ｉ ０ の 値 を 維 持 す る 。 こ れ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ の チ ャ ネ ル
幅 と ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の チ ャ ネ ル 幅 と の 和 と 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の チ ャ ネ ル 幅 と が 等 し く
な っ て い る （ す な わ ち 、 ミ ラ ー 比 が １ ） の で 、 電 流 Ｉ １ と 電 流 Ｉ ２ と の 和 と 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ
ｔ と が 等 し く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 時 刻 ｔ ５ に お い て 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ が Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル か ら Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル へ と 下 降 す
る 。 こ れ に よ り 、 可 変 電 流 源 １ を 流 れ る 電 流 Ｉ ｉ ｎ が ０ に な る 。 応 じ て 、 電 流 Ｉ １ お よ び
電 流 Ｉ ２ は 、 時 刻 ｔ ５ ～ ｔ ６ に お い て 、 ０ へ と 減 少 す る 。 さ ら に 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ
２ の 減 少 に 伴 い 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ も Ｉ ０ か ら ０ へ と 減 少 す る 。 な お 、 時 刻 ｔ ５ ～ ｔ ６ の 間 に
流 れ た 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ２ は 、 寄 生 容 量 Ｃ １ へ と 流 れ こ む 。 そ の た め 、 電 流 Ｉ ｃ は 、
逆 方 向 に 流 れ 、 点 Ａ の 電 位 Ｖ Ａ は 、 Ｖ ｃ ｃ － Ｖ T へ と 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 時 刻 ｔ ６ に お い て 、 電 流 Ｉ １ 、 電 流 Ｉ ２ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 大 き さ は ０ に な る 。 こ の
後 、 時 刻 ｔ ６ ～ ｔ ７ に お い て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ お よ び ト ラ ン ジ ス タ
Ｑ ４ の リ ー ク 電 流 に よ り 、 点 Ａ の 電 圧 Ｖ Ａ が Ｖ ｃ ｃ ま で 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に よ れ ば 、 従 来 の カ レ ン ト ミ ラ ー
回 路 よ り も 、 短 時 間 で 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ を 立 ち 上 げ る こ と が 可 能 と な る 。 以 下
に 、 詳 し く 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 一 般 的 に カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で は 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ を 立 ち 上 げ る た め に は
、 寄 生 容 量 Ｃ １ ０ １ に 蓄 積 さ れ た 電 荷 を 全 て 流 出 さ せ な け れ ば な ら な い 。 か か る 問 題 は 、
本 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に お い て も 同 様 で あ る 。 そ こ で 、 本 実 施 形 態 に 係 る
カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で は 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 立 ち 上 げ 時 に お い て 、 電 流 Ｉ ｃ
の 大 き さ を 従 来 よ り も 大 き く し 、 よ り 短 時 間 で 寄 生 容 量 Ｃ １ に 蓄 積 さ れ た 電 荷 を 流 出 さ せ
て い る 。 具 体 的 に は 、 従 来 で は 、 常 に 一 定 で あ っ た ミ ラ ー 比 を 、 本 実 施 形 態 で は 、 電 流 Ｉ
１ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 立 ち 上 げ 時 に お い て 大 き く し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ で 、 図 １ の 可 変 電 流 源 Ｉ １ を 流 れ る 電 流 Ｉ ｉ ｎ の 大 き さ は Ｉ ０ で あ る 。 ま た 、 電 流
Ｉ ｉ ｎ と 電 流 Ｉ ｃ と 電 流 Ｉ １ と の 間 に は 、 Ｉ ｉ ｎ ＝ Ｉ ｃ ＋ Ｉ １ の 関 係 が 成 立 す る 。 上 述 関
係 が 成 立 す る 場 合 に お い て 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 立 ち 上 が り 時 に お
い て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ を 遮 断 状 態 に 制 御 し 、 ミ ラ ー 比 を 大 き く し て い る 。 そ の 結 果 、 電
流 Ｉ １ の 大 き さ が 従 来 よ り も 小 さ く な り 、 電 流 Ｉ ｃ の 大 き さ は 従 来 よ り も 大 き く な る 。 こ
れ に よ り 、 本 実 施 形 態 に お い て 寄 生 容 量 Ｃ １ に 蓄 積 さ れ て い た 電 荷 が 、 従 来 の 寄 生 容 量 Ｃ
１ ０ １ に 蓄 積 さ れ て い た 電 荷 よ り も 短 時 間 で 流 出 す る よ う に な る 。 そ の 結 果 、 本 実 施 形 態
に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で は 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 立 ち 上 が り に 必 要 と な る
時 間 が 短 縮 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
　 以 下 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が
ら 説 明 す る 。 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で は 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ
ｏ ｕ ｔ の 立 ち 上 が り に 必 要 と な る 時 間 を 短 縮 す る こ と を 目 的 と し て い る の に 対 し て 、 本 実
施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 立 下 り に 必 要 と な る
時 間 を 短 縮 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 な お 、 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー
回 路 の 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ３ に 示 す カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ １ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ２ 、 寄 生 容
量 Ｃ １ 、 可 変 電 流 源 １ 、 ブ ー ス ト 回 路 １ ２ お よ び 制 御 端 子 ３ を 備 え る 。 ま た 、 ブ ー ス ト 回
路 １ ２ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ４ お よ び エ ッ ジ 検 出 回 路 １ ４ を 含 む 。 当
該 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の ド レ イ ン か ら 出 力 す る 電 流 Ｉ １ と ト ラ ン ジ
ス タ Ｑ ４ の ド レ イ ン か ら 出 力 す る 電 流 Ｉ ２ と を あ わ せ た 電 流 （ 以 下 、 入 力 電 流 と 称 す ） に
追 従 し て 変 化 を す る 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ を 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の ド レ イ ン か ら 出 力 さ せ る た め の
回 路 で あ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 入 力 電 流 と 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ と は 、 同 じ 大 き さ の 電 流 が
流 れ る よ う に 設 計 さ れ て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 さ ら に 、 当 該 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 電 流 Ｉ １ が 出 力 さ れ て い な い 状 態 か ら 出 力 さ れ て
い る 状 態 へ と 従 来 よ り も 短 時 間 で 切 替 え る こ と が で き る と 共 に 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ を 入 力 電 流
の 変 化 に 追 従 さ せ る こ と が で き る も の で あ る 。 こ れ を 実 現 す る た め に 、 当 該 カ レ ン ト ミ ラ
ー 回 路 は 、 入 力 電 流 が 出 力 さ れ て い る 状 態 か ら 出 力 さ れ て い な い 状 態 へ と 切 替 え 制 御 を 行
う 瞬 間 に お い て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ 側 の 電 流 経 路 を 遮 断 状 態 か ら 導 通 状 態 へ と 切 替 え て い
る 。 す な わ ち 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 大 き さ の 入 力 電 流 の 大 き さ に 対 す
る 比 の 値 で あ る ミ ラ ー 比 を 変 化 さ せ て い る 。 こ こ で 、 図 ３ に 示 す カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、
図 １ に 示 す カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に お い て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ が ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ １ に 置 換
さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ が ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ２ に 置 換 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ が ト ラ ン ジ
ス タ Ｑ １ ４ に 置 換 さ れ 、 エ ッ ジ 検 出 回 路 ４ が エ ッ ジ 検 出 回 路 １ ４ に 置 換 さ れ た だ け で あ る
。 そ の た め 、 各 構 成 要 素 の 接 続 関 係 に つ い て は 、 こ れ 以 上 の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。 そ こ
で 、 以 下 に 、 図 ３ に 示 す カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 各 構 成 部 の 役 割 に つ い て 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま ず 、 可 変 電 流 源 １ 、 制 御 端 子 ３ お よ び 寄 生 容 量 Ｃ １ に つ い て は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同
様 で あ る の で 説 明 を 省 略 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ １ は 、 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ の 供 給 を 受 け て 、
当 該 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ １ が 設 け ら れ て い る 電 流 経 路 に 電 流 Ｉ １ を 流 す 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １
２ は 、 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ の 供 給 を 受 け て 、 入 力 電 流 に 追 従 し て 変 化 す る 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ を 、 当
該 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ２ が 設 け ら れ て い る 電 流 経 路 に 流 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ブ ー ス ト 回 路 １ ２ は 、 入 力 電 流 が 流 れ て い る 状 態 か ら 流 れ て い な い 状 態 へ と 切 替 え 制 御
さ れ る こ と を 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ に 基 づ い て 検 出 し 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ が 設 け ら れ た 経
路 を 所 定 期 間 だ け 遮 断 す る 。 か か る 動 作 を 実 現 す る た め に 、 ブ ー ス ト 回 路 ２ は 、 ト ラ ン ジ
ス タ Ｑ ３ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ４ お よ び エ ッ ジ 検 出 回 路 １ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 エ ッ ジ 検 出 回 路 １ ４ は 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ が Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル か ら Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル に 立 下
が る 瞬 間 を 検 出 し 、 そ の 瞬 間 か ら 所 定 時 間 だ け ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ が 導 通 状 態 と な る 電 圧 を
ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ の ゲ ー ト に 印 加 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ は 、 エ ッ ジ 検 出 回 路 １ ４ か ら 出
力 さ れ る 電 圧 に 基 づ い て 、 遮 断 状 態 か ら 導 通 状 態 に 切 替 わ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ４ に 流 れ
て い る 電 流 Ｉ ２ を 流 す 。 こ れ に よ り 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 大 き さ の 入 力 電 流 の 大 き さ に 対 す る
比 の 値 で あ る ミ ラ ー 比 が 小 さ く な り 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 立 下 り が 俊 敏 な も の
と な る 。 以 下 に 、 ミ ラ ー 比 と 、 入 力 電 流 （ 電 流 Ｉ １ と 電 流 Ｉ ２ と の 和 ） お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ
ｔ と の 関 係 に つ い て 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る ミ ラ ー 回 路 は 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 立 下 り 動 作 時 以 外 に つ
い て は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ を 遮 断 状 態 に 制 御 し て 、 ミ ラ ー 比 が 相 対 的 に 大 き な 値 で あ る １
と な る よ う に し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 立 下 り 動 作 時 に は
、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ を 導 通 状 態 に 制 御 し て 、 ミ ラ ー 比 が 相 対 的 に 小 さ な 値 で あ る ０ ． ５ と
な る よ う に 制 御 し て い る 。 す な わ ち 、 立 下 り 動 作 時 に は 、 通 常 動 作 時 よ り も 入 力 電 流 を 多
く し て い る 。 こ れ に よ り 、 立 下 り 時 に 、 寄 生 容 量 Ｃ １ に 流 入 す る 電 流 量 が 多 く な る 。 そ の
結 果 、 寄 生 容 量 Ｃ １ に 短 時 間 で 電 荷 を 蓄 積 さ せ る こ と が で き 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ
ｔ の 俊 敏 な 立 下 り を 実 現 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に つ い て 、 以 下 に そ の 動 作 い つ い て 図 面 を
参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 が 動 作 す る 際 に お
け る 、 各 部 の 電 流 お よ び 電 圧 の 変 化 の 様 子 を 示 し た 図 で あ る 。 な お 、 実 線 は 、 本 実 施 形 態
に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に お け る も の で あ り 、 点 線 は 、 従 来 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に お
け る も の で あ る 。 条 件 と し て は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ １ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ２ 、 ト ラ ン ジ ス
タ Ｑ １ ４ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ １ お よ び ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ０ ２ の チ ャ ネ ル 幅 の 比 は 、 １ ：
１ ： １ ： １ ： １ で あ る と す る 。 各 ト ラ ン ジ ス タ の そ の 他 の 条 件 は 、 全 て 同 じ で あ る 。 ま た
、 可 変 電 流 源 １ お よ び 可 変 電 流 源 １ ０ １ に 流 れ る 電 流 Ｉ ｉ ｎ は 、 Ｉ ０ と す る 。

10

20

30

40

50

(9) JP 2005-229505 A 2005.8.25



【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま ず 、 時 刻 ０ ～ ｔ １ ま で の 間 で は 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ は Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル で あ る 。 そ の た
め 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ は 、 導 通 状 態 に 制 御 さ れ る 。 そ の 結 果 、 点 Ａ に お け る 電 位 Ｖ Ａ は 、
電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ と 等 し く な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 時 刻 ｔ １ に お い て 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ が Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル か ら Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル に 変 化 す る
。 こ れ に よ り 、 可 変 電 流 源 １ は 、 Ｉ ０ の 大 き さ の 電 流 Ｉ ｉ ｎ を 流 す 。 応 じ て 、 寄 生 容 量 Ｃ
１ か ら Ｉ ０ の 大 き さ の 電 流 Ｉ ｃ が 流 れ る 。 な お 、 時 刻 ｔ １ に お い て 、 点 Ａ の 電 位 Ｖ Ａ は 、
Ｖ ｃ ｃ で あ る の で 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ １ は 、 遮 断 状 態 に 制 御 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 電
流 Ｉ １ の 大 き さ は ０ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 時 刻 ｔ １ ～ ｔ ２ に お い て 、 寄 生 容 量 Ｃ １ か ら Ｉ ０ の 大 き さ の 電 流 Ｉ ｃ が 流 出 す る 。 こ れ
に と も な い 、 点 Ａ の 電 位 Ｖ Ａ も 降 下 す る 。 そ し て 、 時 刻 ｔ ２ に お い て 、 点 Ａ の 電 位 Ｖ Ａ は
、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ １ の 閾 値 電 圧 で あ る Ｖ T だ け 降 下 す る 。 こ れ に よ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ
１ １ が 導 通 状 態 に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 時 刻 ｔ ２ ～ ｔ ３ に お い て 、 寄 生 容 量 Ｃ １ か ら 流 出 す る 電 流 Ｉ ｃ は 、 Ｉ ０ か ら ０ へ と 減 少
す る 。 こ れ に と も な い 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ １ を 流 れ る 電 流 Ｉ １ は 、 ０ か ら Ｉ ０ へ と 増 加 す
る 。 す な わ ち 、 電 流 Ｉ ｃ と 電 流 Ｉ １ と は 、 総 和 が Ｉ ０ を 保 っ た 状 態 で 変 動 す る 。 ま た 、 こ
の と き 、 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ は 、 ０ か ら Ｉ ０ へ と 増 加 す る 。 そ し て 、 時 刻 ｔ ３ に お い て 、 電 流 Ｉ
１ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ は Ｉ ０ に な る 。 ま た 、 時 刻 ｔ ３ に お い て 、 電 流 Ｉ ｃ は ０ に な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 時 刻 ｔ ３ ～ ｔ ４ に お い て 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ ｌ は 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル を 維 持 す る 。 そ し て
、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ も Ｉ ０ を 維 持 す る 。 時 刻 ｔ ４ に お い て 、 制 御 信 号 Ｖ ｃ ｔ ｒ
ｌ が Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル か ら Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル に 変 化 す る 。 応 じ て 、 エ ッ ジ 検 出 回 路 １ ４ は 、 か か
る 変 化 を 検 出 し 、 所 定 時 間 だ け Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル の 電 圧 を ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ の ゲ ー ト 電 極 に 対
し て 出 力 す る 。 こ れ に よ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ は 、 所 定 時 間 だ け 導 通 状 態 に 制 御 さ れ る 。
応 じ て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ お よ び ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ に Ｉ ０ の 大 き さ の 電 流 Ｉ ２ が 流 れ 始 め
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 時 刻 ｔ ４ ～ ｔ ５ に お い て 、 電 流 Ｉ １ 、 電 流 Ｉ ２ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ が Ｉ ０ か ら ０ へ と 減
少 す る 。 な お 、 こ の 間 に 流 れ た 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ２ に つ い て は 、 寄 生 容 量 Ｃ １ に 電 荷
と し て 蓄 積 さ れ る 。 し た が っ て 、 時 刻 ｔ ４ ～ ｔ ５ の 間 に お い て 、 電 流 Ｉ ｃ は 、 逆 方 向 に 流
れ る 。 な お 、 従 来 で は 、 電 流 Ｉ １ の み に よ り 寄 生 容 量 Ｃ １ に 電 荷 が 蓄 積 さ れ て い た 。 一 方
、 本 実 施 形 態 で は 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ２ に よ り 寄 生 容 量 Ｃ １ に 対 し て 電 荷 が 蓄 積 さ れ
て い る 。 そ の た め 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 従 来 の
カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 よ り も 、 短 時 間 で 寄 生 容 量 Ｃ １ に 電 荷 を 蓄 積 す る こ と が で き る 。 す な
わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ を 短 時 間 で
立 ち 下 げ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 時 刻 ｔ ５ に お い て 、 電 流 Ｉ １ 、 電 流 Ｉ ２ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 大 き さ は ０ に な る 。 さ ら
に 、 点 Ａ の 電 位 Ｖ Ａ は 、 Ｖ ｃ ｃ － Ｖ T と な る 。 そ の 結 果 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ １ は 、 遮 断 状
態 に 制 御 さ れ る 。 こ の 後 、 時 刻 ｔ ５ ～ ｔ ７ に お い て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ １ 、 ト ラ ン ジ ス タ
Ｑ ３ お よ び ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ ４ の リ ー ク 電 流 に よ り 、 点 Ａ の 電 圧 Ｖ Ａ が Ｖ ｃ ｃ ま で 上 昇 す
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に よ れ ば 、 従 来 の カ レ ン ト ミ ラ ー
回 路 よ り も 、 短 時 間 で 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ を 立 下 げ る こ と が 可 能 と な る 。 以 下 に
、 詳 し く 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
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　 一 般 的 に カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で は 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ を 立 下 げ る た め に は 、
寄 生 容 量 Ｃ １ ０ １ に 電 荷 を 蓄 積 し な け れ ば な ら な い 。 か か る 問 題 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ
レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に お い て も 同 様 で あ る 。 そ こ で 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路
で は 、 電 流 Ｉ １ お よ び 電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 立 下 が り 時 に お い て 、 寄 生 容 量 Ｃ １ ０ １ に 流 れ こ む
電 流 の 大 き さ を 従 来 よ り も 大 き く し 、 よ り 短 時 間 で 寄 生 容 量 Ｃ １ に 電 荷 を 蓄 積 し て い る 。
具 体 的 に は 、 従 来 で は 、 常 に 一 定 で あ っ た ミ ラ ー 比 を 、 本 実 施 形 態 で は 、 電 流 Ｉ １ お よ び
電 流 Ｉ ｏ ｕ ｔ の 立 下 が り 時 に お い て 小 さ く し て い る 。 そ の 結 果 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン
ト ミ ラ ー 回 路 は 、 従 来 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 よ り も 短 時 間 で 立 下 り 動 作 を 行 う こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の ブ ー ス ト 回 路 と 、 第 ２ の 実 施 形 態 に
係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の ブ ー ス ト 回 路 と を １ つ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に 並 列 に 接 続 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 用 い ら れ て い る ト ラ ン ジ ス タ は 、 Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ
Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ る と し て い る が 、 当 該 ト ラ ン ジ ス タ は こ れ に 限 ら な い 。 具 体 的 に は 、
第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 用 い ら れ る ト ラ ン ジ ス タ は 、 Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス
タ で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 回 路 構 成 は 、 図 ５ に 示 す よ う な 回 路 構 成 と な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 用 い ら れ る ト ラ ン ジ ス タ は 、 バ イ ポ ー ラ ト ラ
ン ジ ス タ で あ っ て も よ い 。 各 ト ラ ン ジ ス タ に Ｐ Ｎ Ｐ 型 ト ラ ン ジ ス タ が 用 い ら れ た 場 合 に は
、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 図 ６ に 示 す 構 成 を と る 。 一 方 、 各 ト ラ ン ジ ス タ に Ｎ Ｐ Ｎ 型 ト ラ
ン ジ ス タ が 用 い ら れ た 場 合 に は 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 図 ７ に 示 す 構 成 を と る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 電 流 の 出 力 と 非 出 力 と を 高 速 に 切 替 え る こ と が で
き る 効 果 を 有 し 、 時 間 経 過 に し た が っ て 大 き さ が 変 化 す る 入 力 電 流 に 追 従 し て 変 化 す る 出
力 電 流 を 生 成 す る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 等 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 構 成 を 示 し た 図
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 が 動 作 す る 際 に お け る 、 各 部 の 電 流 お
よ び 電 圧 の 変 化 の 様 子 を 示 し た 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 構 成 を 示 し た 図
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 が 動 作 す る 際 に お け る 、 各 部 の 電 流 お
よ び 電 圧 の 変 化 の 様 子 を 示 し た 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の そ の 他 の 構 成 例
を 示 し た 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の そ の 他 の 構 成 例
を 示 し た 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の そ の 他 の 構 成 例
を 示 し た 図
【 図 ８ 】 従 来 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 構 成 を 示 し た 図
【 図 ９ 】 従 来 の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 が 動 作 す る 際 に お け る 、 各 部 の 電 流 お よ び 電 圧 の 変 化
を 示 し た 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
１ 　 可 変 電 流 源
２ 　 ブ ー ス ト 回 路
３ 　 制 御 端 子
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４ 　 エ ッ ジ 検 出 回 路
１ ２ 　 ブ ー ス ト 回 路
１ ４ 　 エ ッ ジ 検 出 回 路
Ｑ １ 　 ト ラ ン ジ ス タ
Ｑ ２ 　 ト ラ ン ジ ス タ
Ｑ ３ 　 ト ラ ン ジ ス タ
Ｑ ４ 　 ト ラ ン ジ ス タ
Ｑ １ １ 　 ト ラ ン ジ ス タ
Ｑ １ ２ 　 ト ラ ン ジ ス タ
Ｑ １ ４ 　 ト ラ ン ジ ス タ 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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